
哲

特

昭
和
五
年
慶
講
義
題
目
及
時
聞
比

年通
　
田
擾
教
授

辣
　
田
蓬
教
授

演
脅
　
田
邊
教
授

西
洋
哲
學
史

　
並
口
通

特
殊

，
演
智

　
　
印
度
哲
墨
史

　
　
　
普
麺

　
　
　
將
砥

　
　
　
演
　
習

　
　
支
那
哲
寄
接

　
　
　
普
通

　
　
　
特
蘇

　
　
　
演
　
曾

　
　
心
理
學

謝
　
普
通

朝
永
教
授

天
野
助
教
授

山
内
講
師

九
鬼
講
師

天
野
助
教
授

本本本
田　i11鼠

講講講
師師師

小
島
助
教
授

小
島
助
教
授

小
島
助
教
授

哲
學
概
論
（
認
識
論
及
び
形
而
上
學
）

心
身
關
三
論

嗣
鼠
α
。
㊦
ご
尊
ざ
琶
。
℃
…
襲
。
o
。
門
℃
｝
三
。
㎝
。
－

　
営
齢
9
Ω
μ
タ
M
謬
。
霧
〇
一
】
緯
箆
ご

　
国
華
二
目
亀
（
前
學
年
の
績
き
）

撫
姻
洋
（
第
二
學
期
に
て
講
義
終
了
來
年
一
月
學
年
試
験
施
行
）

「
先
瞼
的
堺
誰
諭
」
研
究

ギ
リ
シ
ャ
哲
學
に
於
け
ろ
理
論
亡
實
践

　
　
　
　
（
第
二
學
期
に
於
て
約
一
ケ
月
）

偶
然
性
其
他
二
三
の
哲
學
問
題

耀
鍵
賞
囚
門
三
岸
角
2
0
門
a
一
u
・
奪
嗣
ρ
（
困
艦
三
門

　
魁
。
門
§
①
o
ざ
σ
Q
冨
。
｝
回
窪
φ
「
憲
互
（
憎
p
津
）

印
度
哲
忘
憂

阿
閲
婆
映
陀
定
佛
教
ミ
の
關
係

七
句
義
論
旨
本
ビ
勝
宗
＋
句
義
論
ぐ
あ
比
較

研
究

支
那
哲
學
吏

僻
書
研
究

怒
鼻
武
運
知
録

野
上
敏
授
　
心
理
學
概
論

維

纂

特
殊
｛
鶯
離

　
演
麹
　
野
上
教
授

　
實
習
　
高
水
講
師

倫
理
畢

　
善
通
　
藤
井
敏
授

　
特
殊
　
和
辻
助
教
授

　
演
習
　
藤
井
敏
授

敏
育
墨
激
授
法

　
普
通
　
小
西
教
授

雲
叢
瓢
羅

　
演
習
　
小
西
敏
授

葵
學
葵
術
史

　
　
　
　
　
植
田
教
授

　
謎
に

宗

特

t－UliA

普

通

t一一r，nys

演

澤
村
助
悪
事

継
田
敏
授

澤
村
助
敏
授

植
閃
教
授

撤
愚

曹
通
　
波
多
野
敏
授

一
職
轍

可
ボ
ー
の
研
究

形
態
心
理
學

！
く
●
！
く
［
録
二
2

　
冨
愚
ぎ
固
。
0
9
8

心
理
學
實
験

鵠
一
2
ご
〇
三
〇
（
ぢ
胤
く
○
欝
ρ
－

論
理
壌
概
論

倫
理
學
に
於
け
る
形
式
主
義
書
實
質
謝
義

冥
●
属
艶
［
営
鎗
μ
嵩
“
国
子
岸

教
育
思
想
概
説

面
作
敏
育
に
關
す
る
思
潮

日
本
敏
育
吏

哨
δ
0
9
ゴ
ソ
門
。
蕊
9
窪
ζ
β
旨
三
崔
循

美
學
序
論

日
本
美
衛
史
概
論

佛
蘭
西
の
美
術

印
度
佛
教
美
衝
史
論

囚
や
簿
”
客
ユ
籠
（
倉
「
d
属
酬
い
巨
凶
纂
浄

宗
敏
學
概
論

宗
教
の
本
質

レ
塁
8
箆
剛
ψ
ヨ
簿
壱
ξ
。
。
同
2
一
蝿
義
解
設

パ
ウ
ロ
の
紳
學

一
二
二
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　　　佛
演特善教演

習殊通号習

哲
學
研
究
　
第
百
七
十
號

　
演
習
　
波
多
野
教
授

融
會
畢

　
普
通
　
今
井
講
師

二
三
轟
灘

　
　
　
　
　
藤
井
教
授

羽
翼
助
教
授

羽
漢
助
教
授

羽
漢
助
教
授

副
科

九
鬼
講
師

齋
藤
講
師

小
島
助
教
授

倉
石
助
教
授

和
辻
助
教
授

波
多
野
敏
授

勿
漢
助
教
授

河
野
講
師

島
　
講
　
師

目

出
奨
麹
雛
卯
。
一
騎
麺
。
．
。
円
。
．
で

磯
子
學
概
論
（
第
二
學
期
）

鱗
瀦
講
蟹
諦
舞
媚
）

U
囲
鐸
”
同
聞
象
く
冠
【
異
象
ニ
5
島
O
o
巳
駄
塁
。
げ
帥
穿

佛
教
學
概
論

惰
唐
晴
代
の
佛
教

主
舎
論

窪
哲
學
史
讐
b
，
担
踏
麟
謂
霧
膿
…
．
．
西
。
一
、
。
。
瓢
。
、

印
度
哲
三
更
講
談
緊
緊
説
経

　
　
　
　
　
　
　
江
藩
絶
解
入
門
（
一
、
二
圖
合
併
）

支
那
哲
學
吏
講
讃
｛
難
器
恥

倫
理
學
襲
一
二
㌔
境
窪
．
。
。
門
・
『
9
．
、
。
・
。
。
．
、
。
一
、
＜
。
7

宗
教
學
講
讃
竃
鴛
〇
三
m
コ
冨
巴
。

佛
敏
講
｛
匙
飛
弾
㍉
山
ユ
ず
．
、
糖
ぴ
。
。
8
℃
7
賓

英
語
円
毛
g
g
号
。
聲
・
一
議
国
超
誓
壽
皿
毫
。
。
房
植
く
。
r
い

一
一
四

需
諜
欄
語
露
語
蕪
藻
塩
譜
爺

雪
山
講
師

成
瀬
助
教
授

落
合
講
師

菊
池
．
講
師

全
村
教
授

　
　
O
。
巴
μ
窪
二
重
ω
6
芭
。
ω
o
喜
剛
。

　
　
目
o
o
謬
鴛
山
蔓
雷
渇
降
開
丙
”
嵩
＝
一
嵐
》
ヨ
罫

佛
語
群
霧
鷺
難
章
よ
り
）

希
腰
語
ノ
≦
碁
①
轄
甥
糞
0
3
0
】
（
切
。
昆

精
紳
病
學

　
昭
和
五
年
三
月
哲
學
科
卒
業
生

○
哲
學
專
攻

　
　
下
程
　
勇
吉

　
　
前
川
　
勘
夫

　
　
小
林
　
正
文

　
　
傳
禺
　
箆
夫

O
西
洋
聖
餐
史
専
攻

　
　
三
雲
　
浩

　
　
太
田
　
和
彦

　
　
多
則
　
文
圭

　
　
竹
下
　
預

○
支
那
哲
學
目
黒
攻

　
　
木
村
英
一

〇
’
6
狸
學
專
攻

脇
坂
　
光
次

山
田
　
次
鄭

河
村
　
　
唾

棄
中
　
勝
郎

風
早
　
徹

水
野
　
唆
治

膏
琴
丘
乎

船
山
　
信
一

脇
本
　
克
巳

叛
田
徳
男

太
田
　
暫
三

小津飯
島田田

　雲隆
修翼二

常
盤
井
賢
十
　
　
大
里
　
好
「

｝
第
二
・

騨
繭

森
瀧
市
郎

佐
々
木
鋤

伊
蓮
　
四
郎

下植難
村木波
　
浩
吉
英
　
大



潤

　
　
四
望
　
義
廉
　
　
黒
田
　
利
己

　
　
東
郷
　
鰹
治
　
　
喜
多
　
重
俊

○
倫
理
學
専
攻

　
’
中
林
嘉
一
鄭
永
綺
徹

　
　
津
田
券
次
鄭
　
吉
川
　
勇

　
　
木
村
　
仁
明

○
教
育
學
教
授
法
專
攻

　
　
石
山
　
脩
李
　
　
松
田
　
健

　
　
山
内
　
三
耶
　
　
木
股
　
勝
美

　
　
伊
藤
　
正
雄

○
美
學
美
衛
吏
專
攻

　
　
蓮
實
重
康

○
宗
教
學
專
攻

層
金
　
　
宗
沿
　
　
汁
粕
　
石
介

○
肚
會
學
專
攻

　
重
松
　
俊
明
　
　
木
村
　
孝
一

〇
佛
教
課
堪
攻

　
小
宅
　
鳳
信
　
　
由
上
　
正
道

新
刊
　
紹
　
介

常
盤
井
舞
祓
　
　
大
田
　
亮
順

三
原
　
宣
雄
　
　
大
路
　
松
郎

小
關
伊
太
郎
　
　
坂
田
　
吉
雄

申
島
　
萬
朶
　
　
大
西
　
貞
一

磯
部
　
辰
雄
　
　
土
家
　
良
夫

伊
藤
　
徳
則
　
　
太
田
金
次
郎

達
書
綿
介

岩
波
哲
學
小
僻
典

伊
藤
吉
之
助
編
輯

　
さ
き
に
岩
波
書
店
は
哲
墨
辞
典
を
轟
澄
し
て
、
讃
書
子
を
大
い

に
盆
し
た
の
で
あ
る
が
、
介
盛
夏
に
哲
學
欝
欝
典
を
嚢
行
ず
る
こ

ざ
に
な
っ
た
。
哲
學
及
び
哲
墨
・
的
諸
島
科
が
初
畢
者
に
近
づ
き
難

く
感
ぜ
ら
れ
る
原
因
は
色
々
あ
ら
う
が
、
そ
の
一
は
確
に
、
學
語

の
意
味
が
紬
象
、
多
端
に
し
て
的
確
に
そ
の
意
味
を
捉
へ
に
く
い

こ
ミ
が
有
力
な
原
因
で
あ
ら
う
。
の
み
な
ら
す
學
界
の
急
速
な
る

進
歩
の
爲
に
、
從
來
慣
用
の
學
語
も
意
味
が
憂
化
し
、
複
雑
化

す
る
こ
ミ
も
少
く
な
い
か
ら
、
一
暦
困
難
を
聡
加
す
る
。
放
に
一

般
讃
書
子
か
ら
言
へ
ば
成
る
べ
く
多
く
の
學
語
に
簡
明
李
易
な
解

止
を
施
し
、
且
つ
、
縄
え
す
塘
補
訂
正
を
行
ふ
小
僻
典
の
掲
版
さ

れ
る
こ
S
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
こ
の
小
跡

典
の
刊
行
は
確
に
喜
ば
し
い
美
華
で
あ
る
。
圭
な
特
色
を
あ
け
る

、
こ
，

　
（
一
）
活
字
は
八
ポ
イ
ン
ト
で
横
に
組
ん
で
あ
る
か
ら
、
欧
宇
ミ

共
に
讃
む
の
に
便
利
で
あ
り
、
か
つ
從
來
普
麺
は
六
號
で
組
ん
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
小
辮
典
は
八
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
，
ぎ
つ
し

②
組
ん
で
あ
る
か
ら
、
や
Σ
文
字
が
大
き
い
の
で
、
眼
に
樂
で
あ

二
五

の




